
市施行土地区画
整理事業4地区
の現状

まちづくり部区画整理課・都市計画課
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狭あい道路を解消し、道路・公園・下水道等の

公共施設の整備を進めることで、土地の区画

形状を整え、利用価値を高め、安全・安心な

まちづくりを行っています。
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【市】平山台（S38～S48）

【市】神明上（S41～S57） 【市】四ッ谷下（S41～S49）

【民間】民間宅地造成群（S40年代前後～）

【昭和30年代】

•首都圏整備計画の八王子・日野

衛星都市構想を受けて工業誘致

を目指した区画整理

【昭和40年代前半～】
•住宅供給圧力の高まり
•衛星都市構想の事実上の撤回
•住宅都市化の進行
•台地部などの区画整理

【バブル崩壊後】

•長引く不況、不動産市況の低迷

•自治体財政の悪化・弱体化

→経済成長重視型の基盤再編事業の

低迷期へ

⇒区画整理事業の採算性悪化

【昭和40年代】

•首都圏人口の急増を受けた住宅

団地（民間大規模造成・公的住

宅）の計画的開発を容認

【個人】平山七生台（S44～S49）

1．日野市の区画整理

２

【市】万願寺第二（H3～事業中）

【市】東町（H4～事業中）

【市】万願寺（S56～H16）

【昭和50年代～平成初】

•低地部の区画整理に着手

（住宅が少なく開発しやすいエリア

から水田・集落などのエリアに）

•多摩モノレールや日野バイパスの

用地空けに単独事業ではなく、面

整備を導入

•バブル期の深刻な住宅難で地価

が高騰（施行者側は保留地、権利

者側は整形化された宅地が想定

以上の収益を上げた時代）

•農地などの宅地化圧力によるスプ

ロール化の抑制に寄与

【市】高幡（S61～H15）

【市】豊田南（S61～事業中）

【市】西平山（H4～事業中）


